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房総半島における沿岸漁村の変貌
一岩和田 ･片貝両地区を事例として-

大 木 茂h 子

現在の日本の漁村は,資源問題,200カイリの しわ寄せ,人手不足等,様 々な問題VE直面している｡

その中で,房総半島の漁村が,現在VE至るまで,どのよう覆インパクトを受け,どのようvE変貌を遂

げたのか,そ してそれは,個々の漁村の特色VEよって,どのようvE異なっているのかを,事例研究を

通 じて明らかにすることが,本論文の目的である｡

第 1葦では,県全体の水産業の特色を示 し,さらVE漁村 (漁家漁業 )の動向を明らかVEするため,

戦前から現在にかけての変化vc注目しつつ,県下の漁業地域区分を行った｡ この地域区分よb明らか

vEされた各漁村の経営形態の違いは,どのような条件の複合から成立 したのか,さらに時代-の対応

にどのような差異を,生ぜ しむるのかが,よく示されると思われる調査地域を選定した｡ この2地区

紘,最も顕著 な違いを示す,海岸 ･海底地形を取 b上げて, ≠磯浜集落〝, ≠砂浜集落 〝として扱っ

ている｡第2章では,2地区を概観 し,次ぐ第 3･4葦で,それぞれの漁業を詳述,イワシ不漁期 ･

観光地化等-の対応と漁村の変貌を述べた0第 3章では特vE,あま漁業vCついて,その特殊性と地域

差について ･県下におけるアンケート調査を踏まえて考察 したoそ して第 5葦 ではまとめとして,両

地区の比重交考察を試みた｡これが下表である｡

両地区には:,農業は不振だが,磯根資源VE恵まれた磯浜集落と,農業は盛んだが,磯根資源VC乏 し

い砂浜集落という条件からくる,漁業に対する執着心 ･依存度の違いという前提がある｡ この差異が,

イワシ不漁 ･観光地化という出来事に遭遇 した際の,両地区の対応の違いを招 く一因となっているこ

とは間違い覆いだろう｡ 例えば,イワシ不漁朋vE,磯浜集落である岩和田では,零細 な個^経営を主

とする漁業-の転

換という道を選ぶ

傾向がみられたが,

砂浜集落の片月で

は,農地改革 も作

用して,農業-戻

ったD,他産業に

転業 した例が多いO

残った網元は,急

速に近代化を進め

ていったが,漁場
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上の条件から,あくまでもイワシに執着せざるを得なかったoまた,漁業のみに依存してきた岩和田

では,漁業の持つ不安定性から脱皮するためVC,観光地化に伴う民宿を積極的に兼営することによっ

て,生活の安定と向上を得る漁民が増えた0-万片貝でqj:,漁業者は網元 ･漁夫共vE専業者でなけれ

ば周年操業は行えないので,民宿を兼営する者は,少数の採貝船経営者を除いてはまずいなho

このようVE対応に違いはあるVCしろ,2つの出来事は,それぞれの地区の社会構造を大きく変えたO

特VE観光地化という額象は,新たな就業機会の提供と都市的諸要素の搬入とVEよD, ≠生業〝として

の漁業から≠職業〝としての漁業-と,漁民自身の漁業額を変えていく役割を果たしているのではな

いだろうか｡今後,新たな漁業額は,沿桂漁村をどう変えていくのだろうか｡

霞 ケ浦周辺出島村の農業

大河内 裕 子

茨城県は全国有数の農業県である｡VCもかかわらず,その内谷は従来後進的であるとの指摘を免れ

なかった. しかし近年の農業をとbまく環境の変化vE伴ない,茨城農業 も質的転換が迫られているo

常磐締近 くに位置 し,土浦 ･石岡VE隣接する出島和は,このような動 きを敏感vcとらえて商品部門を

導入 ･発展させている.

(1)研究の目的

出島和の農業vCおける選択的拡大の現状を把握するとともVC,導入された商品部門が台地集落と湖

岸集落ではまった く異なることvE着目し,そのような連いが生じた甥由を考察する.

(2)研究の枠組

まず,出島村の自然 ･̂ 文章境について概観 し,次に産業構造について農業 ･漁業をとb上げ,覗

在に至る過程及び現況を把撞する.それVCよって農業地域区分を試みる.そ して,先に設定した農業

地域よb湖岸集落 2地区,台地集落 1地区を選定して調査 ･研究 し,農業の商品部門が発展する以前

の集落の農家経営及び商品部門発展後の農家経営VEついて比較考察するO最後VC,以 上のことから台

地集落,湖岸集落の農家経営の違いについて,

①自然条件②商品部門導入以前③高度成長農家経営の変貌 ,の3点からまとめた｡

(3)研究の結果

q)自然条件

a湖岸集落-開析の進んだ複雑な地形の狭い台地及び霞ケ浦縁辺の沖積低地よb覆る｡

b台地集落-平坦 で広い台地及び河川流域の狭い沖積低地 よbなる｡

②農家経営の原型 (商品部門導入以前 )

a湖岸集落-畑地が狭 くふつう畑作に不向き如 田が多いので水稲依存o農業収入の不足分は漁業収入

で補 う｡

b台地集落･･･農業VC依存するしかなく,農業専業率は極めて高い.狭小な水田を補 うためVE土地生産
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